
PPP/PFIの活用状況と収支状況（浜松市の場合）

管路施設 汚泥処理水処理 資源有効利用

○延長：約3,400キロメートル

○ポンプ場：16か所

○下水処理場10か所

※包括導入はH23から。

下表の数字は処理場数。

○焼却炉のある処理場は1箇所。

・中部浄化センター（濃縮、脱水、焼却）
・細江等6浄化センター（脱水まで）
・湖東等3浄化センター（濃縮まで）

業務
直
営

民間委託

仕様 包括

巡視点検 ○

調査 一部 ○

清掃 一部 ○

修繕 一部 ○

事故対応
（陥没、閉そ
く等）

一部
○

住民対応 一部 ○

業務
直
営

民間委託 備考

仕様 包括

運転管理 1 9

点検 １ 9

清掃 １ 9

ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ調
達

１
9

緊急時対応 １ 9 官も対応

業務
直
営

民間委託 備考

仕様 包括

運転管理 ○

一般ごみと
の混焼も。

点検 ○

清掃 ○

ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ
調達

一
部

○

緊急時対応
一
部

○

利用手段 実施手法

セメント化 処分委託

コンポスト化 処分委託

溶融スラグ 処分委託

収益
下水道使用料 ９２億円

他会計補助金 ４５億円

雨水処理負担金 １５億円

その他収益 １億円

費用

管きょ費

ポンプ場費

処理場費

減価償却費
支払利息

６３億円
４６億円

その他費用 ２５億円

資本的収入

企業債発行

国庫補助金

他会計出資金

その他(受益者負担金等)

資本的支出

建設改良費
企業債償還金

その他

６２億円
２９億円
７億円
７億円

９３億円
０円

１５３億円

１５１億円

１０４億円

１６８億円

※四捨五入の関係で数値の合計が一致しない場合がある （数値出所）地方公営企業年鑑（H22年度実績データ）

○行政人口
・82万人

○普及率
（処理区域内人口/行政人口）

・78.1％

○使用料単価（円/㎥）（公共）
・127.5円

○汚水処理原価（公共）
・124.6円

○職員数
・122名

○行政人口
・82万人

○普及率
（処理区域内人口/行政人口）

・78.1％

○使用料単価（円/㎥）（公共）
・127.5円

○汚水処理原価（公共）
・124.6円

○職員数
・122名

３億円
２億円

＜３億円＞

＜２億円＞
１１億円

＜５７億円＞
（西遠流域負担金 1億円含む）

（企業債残高１８５５億円）

＜１１億円＞

＜３７億円が建設改良のための企業債発行、２５億円が借換のための企業債発行＞

＜２１億円＞ ＜８億円＞

＜１８億円＞（西遠流域負担金 ３億円含む）

参考資料２

７５億円

＜その他費用のうち、西遠流域負担金が１８億円＞


